
 
リハ専門職研修事業 実施要領 

                                      
 

１ 目的 

県内の発達障害児、肢体不自由児・者が、住み慣れた地域で必要なリハビリテーション

及び相談を受けることができる地域の支援体制を整備することが求められている。そこで、

県内の医療機関等に従事している、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士を対象に、当セ

ンターでの研修の機会を提供し、小児リハビリテーションに係る知識や技術の習得、向上

を図ることを目的に実施する。 

 
２ 実施主体 
  長崎県立こども医療福祉センター 
 

３ 対象者 

県内の医療機関等に所属して小児リハビリテーションを実施している、もしくは実施を 

検討している理学療法士・作業療法士・言語聴覚士。 

なお、特定の機関に所属していない場合は、申込内容が小児リハビリテーションを前向

きに学びたい内容であるか、当センターや利用者に不利益となるような内容でないか、営

利目的とした内容でないか等、総合的に事業対象の適否を判断する。 

 

４ 日時 
  対象者の希望に応じて、随時実施 
         

５ 場所 

長崎県立こども医療福祉センター 
 

６ 内容 

  対象者の希望に応じて、理学療法・作業療法・言語聴覚療法の見学等を実施 

 

７ 費用 

  研修費は無料 

研修にかかる費用は対象者の負担とする。 

 

８ 申込窓口 

  地域連携室（0957-21-2301）へ問い合わせ下さい。 

 

９ その他 

 （１）事業の流れ＜別添資料①を参照＞ 

（２）依頼文（医療機関等所属用）の参考雛形＜別添資料②を参照＞ 

（３）依頼文（特定の機関に所属していない場合用）の参考雛形＜別添資料③を参照＞ 

  

 
付則 この要領は、令和2年11月16日から適用する。 

この要領は、「医療機関従事者等研修事業」から名称を変更し、令和3年11月16日 
から適用する。 

 

  

 

 



（参考） 

院内感染委員会 

リハ専門職研修の受け入れについて 

 

リハ専門職研修について、以下の要件を満たすことを条件に受け入れを行いたい。 

 

類似事項：リハ見学・短期実習（ステージ3以上中止） 

 

リハ専門職研修受け入れ要件 

 

＜実習受け入れ2週間前から研修期間中＞ 

①発熱及び風邪症状等の症状がないこと 

②感染流行地域への滞在および感染流行地域滞在者との接触がないこと 

③休業要請がかかった施設への出入りがないこと 

〇上記、申し込み時に順守確認を行う 

 

＜研修期間中＞ 

 ＊当センター職員行動基準および会食の取り扱いに準ずる 

①滞在地～センター間公共交通機関利用時はサージカルマスクを着用 

②来所前・来所後・実習中の検温、体調不良等の記録 

③体温が37.5度以上で風邪症状ある場合、医療機関を受診し医師の許可があるまで 

研修中止 

〇期間中は①、②についてチェックシート（臨床実習生用）の記録および担当者に 

よる確認を行う 

 

 

長崎県立こども医療福祉センター 

リハビリテーション科 

2021.09.27 感染委員会承認 


